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「プ

l
ル
を
作
る
た
め
に
、
小
川

か
ら
石
を
泣
き
な
が
ら
運
ん
だ
こ

と
が

一
番
の
思
い
出
で
す
。
当
時

は
南
保
小
に
し
か
プ
ー
ル
は
な
く

自
慢
で
し
た
。」

自
信
ヒ
誇
り
胸
に
母
校
に
別
れ

南
保
小
学
校
で

3
月
日
目
、
閉
校

式
が
行
わ
れ、

全
校
児
謹
は
じ
め
教

職
員
、
関
係
者
、

地
区
住
民
ら
お
よ

そ
3
0
0名
が
出
席
し
、
歴
史
あ
る

竿
ぴ
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

式
で
は
、
魚
津
町
長
、
川
校
で
教

ぺ
ん鞭
を
と
っ
た
名
誉
川
民
の
大
平
山
総

さ
ん
ら
が
あ
い
さ
つ
。
航
木
校
長
が

「心
mM
か
で
や
り
と
お
す
教
育
が
山
中

校
の
校
訓
。
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
ほ
し
い
』
と
述
べ
た
あ
と
、
児

市
一を
代
ぶ
し
て
大
森
附
絵
さ
ん
（
6

年
）
が
「
さ
み
し
く
な
る
が
、
南
保

小
学
校
円
以
後
の
卒
業
生
と
し
て
、
学

ん
だ
こ
と
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て

が
ん
ば
り
た
い
｝
と
訴
し
ま
し
た
。

南
保
小
は
、
明
治

6
年
に
昭
明
小

学
校
と
し
て
創
立
。
以
来
1
3
1午

問
の
長
き
に
わ
た
り
、

4
，6
0
0

名
余
り
の
ホ
業
生
を
輩
出
し
て
き
ま

し
た
。
近
年
の
児
議
数
の
減
少
と
校

舎
の
老
朽
化
に
よ
り
、

4
月
か
ら
あ

さ
ひ
野
小
学
校
に
統
合
し
、
新
し
い

雌
山
人
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ムー』E ーτ〈
.出席者全員で声高らかに校軟を斉唱一

－小展を真写のし
も

υつな
咋
A
Fで室教

A
r
t
L
企

i圃邑j乞
近綴美紀さん

（長野）

「思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
、

さ
み
し
い
で
す
。
外
で
遊
ぶ
の
が

大
貯
き
で
、
み
ん
な
遅
く
ま
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
遊
ん
で
い
て
、

N
先

生
に
よ
く
怒
ら
れ
ま
し
た
。」

「慣
れ
親
し
ん
だ
母
校
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
は
、

本
当
に
残
念

で
す
。
こ
の
校
舎
も
僕
ら
の
時
代

と
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
く

て
懐
か
し
い
で
す
。
」

－
南
保
小
の
沿
革

年

目

弓

年

月

学

校

の

あ

ゆ

み

明
治
一6
年
（
1
8
7
3
年
）
8
月
一一
品
目
田
の
真
言
宗
治
水
寺
で
昭
朗
小

一

一

学

校

開

校

一
7
年
（
1
8
7
4
5
ロ
周
一
越
の
浄
土
真
宗
泉
照
寺
で
も
昭
明

一

一小
学
校
開
校

－
H
H

年（
1
8
7
8年）
4
月
一昭
明
小
学
校
鐙
谷
支
校
開
校

一初
年
（
1
8
8
7
年
）
4
周
一
小
学
校
令
に
よ
り
、
尋
常
と
簡
易

一

一
の
2
校
と
す
る

一

一

－
尋
常
科
：・自
治
小
学
校
4
年

一

一

義
務
制

一

一

・
簡
易
科
：
南
保
小
学
校

一

一

・
支
校
廃
止
、
鐙
呑
小
学
校
創
設

一

閃

周

一

児

童

増

加

の

た

め

、
僑
山
に
校
舎

一

一

を
建
設

一お
年
（
1
8
9
0
年
）
4
月
一
学
制
改
正
に
よ
り
、
さ
ら
に
両
校

一

一

を
合
併
し
て
簡
保
第
一
簡
易
小
学

一

一

校

と

改

称

一

一

桜
町
地
区
分
離
（
五
箇
圧
小
学
校
に

一

一

編

入

）

一お
年
｛1
8
9
2
年
）

ω月
一
一
位
谷
尋
常
小
学
校
と
な
る

一的
年
（
1
9
0
7
年
）
一
義
務
教
育
6
カ
年
と
な
る

大
正
一2
年
（
1
9
1
3
5
4
月
一姪
谷
尋
常
小
字
校
廃
止
、
南
保
尋
常

一

一小
学
校
鐙
谷
常
設
分
教
場
と
な
る

一同
年
｛
1
9
2
5
年
）
4
月

一雨
保
尋
常
高
等
小
学
絞
と
な
る

一

一（
2
年
制
）

昭
和
一8
年
（
1
9
3
3
年
）

一校
獄
制
定

均
年
（
1
9
4
1
5
4
月
一南
保
国
民
学
校
と
改
称

一現
校
舎
第
1
期
工
窓
洛
成

げ
年
（
1
9
4
2
年）

一現
校
舎
第

2
期
工
事
洛
成

川町年（
1
9
4
4
年
）
7
月
一ブ
ー
ル
完
成

包
年
（
1
9
4
7
年
）
4
月
一
南
保
小
学
校
と
改
称
し
、
高
等
科

廃
止

.校旗の受け渡し

日
用

げ
年
（
2
0
0
5
年
）
3
月

お
年
（
1
9
4
8
年
）
児
用
一一
笠
谷
分
校
校
舎
新
築
落
成

お
年
（
1
9
5
0
年
）

一現
講
堂
新
築
落
成

お
年
（
1
9
5
1
年）

ω月
一グ
ラ
ウ
ン
ド
狐
張

は
月
一蛭
谷
分
校
の
議
堂
新
築
落
成

お
年
（
1
9
5
4
年
）
8
月
一町
村
合
併
に
よ
り
朝
日
町
立
南
保

一小
学
的
情
と
改
称

一給
食
室
新
築

一ア
ー
ル
改
装

一水
道
工
事
完
成

一邸
周
年
記
念
事
業
実
施

一ブ
ー
ル
改
装

｛低
学
年
プ
ー
ル
等

設
置
）

初
年
（
1
9
5
5
年
）

引
年
（
1
9
5
6
年
）

お
年
（
1
9
6
0
年
）

位
年
（
1
9
6
7
年
）

一川
何
年
（
1
9
7
3
年
）
叩
月
一
1
0
0
周
年
記
念
式
典
実
筋

一回
年
（
1
9
8
3
年
）
一
絞
旗
樹
立

一印
年
（
1
9
8
5
年
）

一グ
ラ
ウ
ン
ド
警
備

平
成
一3
年
（
1
9
9
1
年
）
ロ
月
一グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
購
入

一4
年
（
1
9
9
2
年
）
日
月
一
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
設
霞

一
9
年
（
1
9
9
7
年
）
ロ
月

一
ロ
グ
ハ
ウ
ス
鍛
工

一
ω年
（
1
9
9
8
年
）
刊
月

一鐙
谷
分
校
1
2

0
周
年
を
祝
う
会

一実
筋

日
年
（
1
9
9
9
年
）
4
月
一
蛭
谷
分
校
休
校

ロ
年
（
2
0
0
0
年
）
3
月
一
ビ
オ
卜
l
プ
の
池
完
成

け
は
年
雪
O
0
1
年
）
日
月

一
近
視
予
防
準
優
良
学
校
表
彰

日
同
年
m
2
0
0
2
年
）
2
月

一省
資
源

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
縫
進
優

良
団
体
表
彰

鐙
谷
ハ
刀
校
閉
綬

3 
月

全
国
わ
こ
う
ど
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ

ン
テ
ス
ト
優
秀
賞

小
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

「
ス
ク
ー
ル

・
エ
コ
ネ
ッ
ト
大
貧
」

受
賞
中
日
あ
お
ば
賞
受
賞

開
校
式

10 
月

同
年
（
2
0
0
4
年
）
3
月

・週目E・
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平成17年度予算

朝
日
町
の
平
成
げ
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

予
算
は
「
豊
か
な
自
然
と
文
化
、
活
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
H

あ
さ
ひ
u

」
の
実
現
を
目
指
す
町
の
、
向
こ
う

1
年
間
の
お
金
の
使
い
道
を
表
し
た
も
の
で
す
。
今

回
は
予
算
に
詳
し
い
先
輩
と
予
算
は
ち
ょ
っ
と
苦
手

な
後
輩
に
登
場
し
て
も
ら
い
、
予
算
の
仕
組
み
と
町

の
平
成
げ
年
度
予
算
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

町
の
予
算
は

家
計
簿
と
同
じ

h
鳴

g
g
そ
う
で
す
ね
。
町
の
仕

締
時
vL
U
市い
っ
て
教
育
や
福
祉
、
迫

1

路
務
備
な
ど
、
私
た
ち
の

生
活
に
直
接
関
係
あ
る
も
の
ば
か
り

で
す
も
ん
ね
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
私

た
ち
の
税
金
な
ん
だ
か
ら
、
有
効
に

使
っ
て
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
し
て

も
ら
わ
な
い
と
困
り
ま
す
よ
ね
。

i
l

き
て
、
ま
ず
町
の
家
計

開

γ山
簿
は
右
下
の
表
の
よ
う
に

ー

大
き
く
3
つ
に
分
類
さ
れ

る
の
。
町
の
基
本
的
な
行
政
運
営
に

使
わ
れ
る

こ

般
会
計
六

国

民
健

i
f

予
算
と
は
、
問
の
家
計

‘‘
 

．．．
 

，、一’v
－

開
V
3
U
M
の
や
り
く
り
の
こ
と
。
歳

i
1

入
は
年
間
の
収
入
、
歳
出

は
支
出
の
こ
と
で
、
基
本
的
に
家
の

家
計
簿
と
同
じ
な
の
。
だ
か
ら
、
い

ろ
ん
な
こ
と
に
使
い
た
く
て
も
予
算

に
は
限
度
が
あ
る
し
、
何
よ
り
も
み

ん
な
の
税
金
な
ん
だ
か
ら、

し
っ
か

り
し
た
計
阿
や
方
針
に
基
づ
い
て
、

有
効
に
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね
。

町税
14億9,118万円
(26.1 %) 

土~a
2億1.119万円（3.7%)

商工~Iま力、

3慎重1.475万円（5.5%)

消防路

2v事3.682万円（4.1%)

衛生漬
8億9,372万円
(15.6%) 

公｛実質
9綴9,736万円
(17.4%) 

民生白
11億7.565万円
(20.6%) 

総務資
9億7.536万円
(17.1%) 

農林水産業資

30害、7.256万円
(6.5%) 

〈各会計の予算額〉

57億2,248万円（E>14.6%)

14｛：意

9.5%) 

188万円（ム 5.3%)

－老人保健医療事業 23億2,436万円（ム 0.6%)

50傍5,482万円（

安一般会計総額

大特別会計総額

－国民健康保険

版
保
険
や
下
水
道
耶
業
な
ど
特
定
の

H
的
に
使
わ
れ
る
「
特
別
会
計
」
、

あ
さ
ひ
総
合
病
院
の
運
営
に
使
わ
れ

る
「
企
業
会
計
」
の
3
つ
。
こ
れ
ら

を
合
計
す
る
と
、
川
が
げ
年
度
に
使

う
お
金
は

1
8
1
飽
7
，
5
5
8
万

円
ね
。
そ
れ
じ
ゃ
、

ま
ず

一
般
会
計
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
か
。

一般会計の推移
｛当初予算ベース）

※｛ ｝．君は前年度淘tt

Hl6 Hl7 
<0.3%) (614.6＇唱｝

H15 
<0.8%) 

白

山

億

2
，6
8
1万
円

Hl3 H14 
<0.9%) (A3.4%) 

図ー緊~出f宣
4億1,785万円（7.3%)

町償
3億2.590万円（57%)

illl方j肖資税交付金
H挙3,000万円（2.3%)

i也元譲§税ほか2億3,350万円（4.0%)
繰~＊ほか H意0,075万円（ 1.8%)

分鐙金負担金 1億0.621万円（18%)

使用利手数料 1綴3.361万円（2.3%)

議収入 1億9,837万円（3.5%)

凶四
億

5
，9
1
9万
円

90嘩；認
80!!0.卿

70睡0.000

ω瞳0.000
50竃0.000

40瞳0.000

30嘩0.ぽ渇

20嘩0.000

10嘩0.000。

う夫と県で ／「 料住分そ lは椋ん 43お
な家なが不 L特別 ・宅｝E!の%JllJの だ・ <17.
もかの交 ）_t 'f\－~万 乎 の金ほを税中 け l な
のらか付す ιλムj 数家 ・か 。1『ででど%の
つのなするは「 料貸負保め、制、を 。
f I： 二 る分、依とがな担ロデ全も こ ~l 蹴
送ギおをじI{.:.--fすあど金不｜心体大のめ人
り古金、 土 llイるるのゃな三のき自て全
の？の凶！可制と吃使附Tど ζ26い 主 い体
よ、こや刊M 」 、 一周常の 1 ・の財るの

そ
う
ね
。
そ

併
す

山

の
依
＃
財
源
の

i
1
巾
で

一
醤
大
き

い
の
が
地
庁
交
付
税
よ
。

こ
れ
は
川
が
川
悦
と
し
て

集
め
た
お
会
を
そ
れ
ぞ
れ

の
川
の
財
政
状
況
に
泌
じ

て
配
分
す
る
も
の
な
の
。

そ
の
ほ
か
川
や
県
か
ら
の

い下
業
に
対
す
る
補
助
令
と

し
て
は
同
州
立
川
合
や
似

立
川
金
な
ど
が
あ
る
わ
。

ま
た
、
町
債
と
は
、
町
が

大
き
な
事
業
を
す
る
と
き 4,415万円｛ム41.2%)

181億7,558万円凶 8%il

※（ ）笛きは前年度対比

12倦7,892万円（89.6%) 

438万円（ム35.1%)

113万円（ム 0.2%)

73億9,828万円（ゐ27.9%)

－南保外二地区用水

－奨学資金

大病院事業会計

（企業会計）

総合計

－簡易水道

－下水道

一
般
会
計
予
算
は

実
質
叩
・

6
%減

h
－
v
s
ま
ず
、
今
年
度
の

一
般

’mvM
会
計
の
予
算
総
官
官

2
，
2
4
8
万
円
。
ト比上

の
グ
ラ
フ
で
は
昨
年
度
に
比
べ
て

は
・

6
%
の
減
ね
。
た
だ
し
、
が
税

附
て
ん
伯
引
換
え
分
を
除
く
と
、
実

質
は
川
・

6
%の
減
に
な
る
わ
。

で
は
成
人
か
ら
見
て
み
ょ
う
か
。

（
次
ぺ

l
ジ
布
円
グ
ラ
フ
参
照
）

i
f｜

へ
え

1
0
町
に
入
っ
て

愈
師
寺
幻

く
る
お
金
に
は
税
金
の
他

ー

に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
で

す
ね
。
と
こ
ろ
で
先
輩
、
こ
の
グ
ラ

フ
に
あ
る
「自
主
財
源
」
や
「依
存
財
源
｝

は
ど
う
い
う
意
味
な
ん
で
す
か
っ

ー

「自
主
財
源
」
っ
て
い

開

V
Uう
の
は
、
町
税
の
よ
う
に

』
1

町
が
独
自
に
調
達
で
き
る

ま 万、 やるに
し 齢結論 家お l人j
い ~－＿；珂 の金特
ん 除刈 ロのに
で首＇J~ ＇ま lこ 泌
すの ｛武 家ンとじ
よ比 作 庭の 。て
ね本財 とさ 家 l・til
。が羽詰l間三 J遜な
1',';j よじ ？で。ど
いり で ~ ;a· か
万白、どえら
が七蔵可ば 11'7
~l 1ば入 車 り

予
算
が
わ
か
れ
ば

町
の
動
き
が
見
え
て
く
る

、dq
J
町
の
予
算
っ
て
私
に
は

（
説
。

iu難
し
い
と
出

っ
て
た
け

ー

ど
、
以
上
中
的
に
は
や
っ
ぱ

り
家
計
と
川
じ
な
ん
で
す
ね
。

じ
ゃ
あ
次
に
歳
出
で
す
が
、
上
の

成
出
の
グ
ラ
フ
で
は
ど
ん
な
こ
と
が

わ
か
る
ん
で
す
か
。

h
a
p
－

川
が
行
う
い
山
H

た
は
梯
知

男

心

が
多
く
、
－
年
で
終
わ
る

ー

も
の
も
あ
れ
ば
、
縦
続
し

て
い
く
も
の
も
あ
る
の
。
ま
ち
づ
く

り
を
光
夫
さ
せ
る
に
は
長
い
附
川
が

必
必
だ
か
ら
ね
。

予
算
の
内
科
、
つ
ま
り
こ
の
グ
ラ

フ
を
見
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
の
万
刷
が
見
え
て
く
る
の
よ
。

、44
J
な
る
ほ
ど
。
そ
れ
じ
ゃ

〔
お
VM
今
年
肢
は
ど
ん
な
内
科
に

な
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ

う
つ
・
次
の
ぺ

l
ジ
が
楽
し
み
で
す

3
。

B

’A吋

・哩E* ；，威税補てん債｛醤換え分・・・・・・困の税刊ii）改u:によりユ｛：／j芭されたi域Hi』ニ｛、
「滅税httてん（点Jを可｜正j戊J6ifJ立に刊TりJ災えたもの。

aョ・



haF・
脱
出
の
小
で
沿
も
大
き

円

心

な
訓
合
主
め
て
い
る
の

は
民
生
白
ね
。
民
生
貨
と

い
う
の
は
、
制
祉
関
係
に
使
わ
れ
る

お
金
の
こ
と
で
、
歳
出
全
体
の
ぬ

・

6
%を
占
め
て
い
る
わ
ね
。
ひ
ま
わ

り
幼
児
凶
の
と
な
り
に
保
健
セ
ン
タ

ー
と
合
築
し
た
「
町
立
児
前
館
」
が

開
設
間
近
だ
け
ど
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
育
成
と
生
み
育
て
や
す
い
環

境
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
の
よ
。

、
喝
ヲ
J

山
川
齢
苦
悩
祉
を
批
准
す

｛
謀

長

る
た
め
、
病
院
と
れ
古
介

w
d
を
結
ぶ
小
川
胞
内
M

と
し

て
の
介
選
皆
人
保
他
施
設
「
つ
る
さ

ん
か
め
怠
ん
」
と
、
一
川
附
行
向
け
の
生

市
立
川
似
雌
叫
M
と
し
て
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス

『み
ん
な
の
山
本
」
の
税
制
に
対
し
て
財

政
文
阪
が
行
わ
れ
る
ん
で
す
ね
。

ー

公
的
自
は
、
払
た
ち
の

酬
U
V

山
川
作
ら
し
に
宿
泊
し
た
施
設

i
ー

や
迫
路
な
ど
を
整
備
す
る

と
き
に
、
国
や
銀
行
か
ら
借
り
た
お

金
の
返
済
に
充
て
る
た
め
の
経
費
の

こ
と
な
の
。
公
債
費
は
歳
出
全
体
の

げ
・
4
%を
占
め
て
い
る
わ
ね
。
昨

年
度
に
比
べ
る
と
お
・
7
%
の
減
、
金

額
に
し
て
4
億

1
1
9万
円
の
減
に

な
っ
て
い
る
わ
。
こ
れ
か
ら
も
将
来

の
財
政
負
坦
の
影
響
を
付
与
え
て
、
泌

a

止
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
盟
ね
。

の
か
ど
う
か
で
す
よ
ね
。

i
f

そ
う
ね
。
家
出
だ
っ
て

開
V
M食
費
や
的
合
の
返
消
が
生

ー

活
費
の
大
下
を
占
め
て
い

る
と
健
全
な
家
計
と
は
一
口
え
な
い
も

ん
ね
。
じ
ゃ
あ
次
に
町
の
財
政
状
況

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
か
。

左
の
グ
ラ
フ
を
見
て
。
こ
れ
は
歳

出
を
性
質
ご
と
に
分
類
し
た
「性
質
別

成
出
分
類
」
と
い
う
も
の
。
ha務
的
純

白
や
投
資
的
経
沈
な
ど
大
き
く
3
つ

に
分
刻
す
る
こ
と
で
、
財
政
辿
れ
の

状
況
や
経
消
的
機
能
が
わ
か
る
の
よ
。

、
唱
者
J

必
務
的
経
伐
に
は
人
件

｛
一一町
一時
厚
い制
貨
の
ほ
か
、
阪
城
費
助
成

な
ど
の
扶
助
費
、
借
入
金

i！

総
務
先
に
「
住
民
と
行

、A
K

，E
H

寝

泊

政
と
の
協
仰
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
推
進
と
あ
り
ま
す

が
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
な

ん
で
す
か
？

！~｝ Iの a’‘ ん 卦ではのをす！戊 f～、 A （；· う l快 l~I のと 4・‘のJレー ス〉司 で 本す、助受ねな 臨写場 化 .ti・もさヤ行つ ，；滝
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るののる化、 取教ひ対治虫Eる白金疑 ｛ヒ 4 う策住、医代の
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返
済
の
た
め
の
公
的
資
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
町
の
巡
営
の
た
め
に
は

必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
岱

川
、
だ
か
ら
義
務
的
経
世
と
バ
う
ん

で
す
ね
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
割

合
が
大
き
い
と
白
自
に
使
え
る
お
金

が
少
な
く
な
る
わ
け
で
す
ね
。

そ
う
。
も
う
一
つ
の
投

はに~ a・‘
、協の 《 J‘
料こ 唱~ al
をと 高広
’L 。り資
え H’（の的
る桜充続
も、実 rt
の私には
なた｛吏
のちわま
。のれち
こ牛．るづ
れ前おく

多
い
ほ
ど
以
い
と
J
わ
れ
て
い

る
け
ど
、
そ
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の

川
偵
を
伯
り
入
れ
る
と
、
将
来
借
金

返
済
の
た
め
の
義
務
的
経
費
が
大
き

妖助資
4億0.534万円＿＿，
(7.1%) 

ぃ
。
ま
た
、
不
動
全
地
内
に
建
設
予

定
の
民
只
や
埋
版
文
化
財
の
川
啓
示
収

戯
施
設
の
投
叫
叫
が
行
わ
れ
る
の
ね
。

、
喝
帝
J

消
防
費
で
は
数
急
談
務

2
3一
体
制
の
刈
度
化
に
向
け
、

引
き
続
き
救
急
救
命
卜
．の

長
成
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
ね
。
ま

た
、
老
桁
化
し
て
い
る
消
防
用
サ
イ

レ
ン
の
更
新
も
行
わ
れ
る
わ
。

haF・
七
本
政
は
道
路
務
備
や

開
V

U
H
河
川
改
修
な
ど
都
市
基
椴

ー

の
後
備
に
他
わ
れ
る
お
ん
ぶ

で
、
除
俳
叶
純
白
も
こ
れ
に
合
ま
れ

る
の
。
下
水
迫
引
業
は
川
山
川4
・M
域
の

約

ω
%の
幣
帥
が
山
川
f
し
、
川
水
い
川

も
明
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
終
ト
水
処

則
施
ぷ
の
納
品
仁
川
ρ
、
引
ド
柴
山
叩
ω
，川
4
M
n

城
を
拡
大
し
鴨
川
酬
を
進
め
て
い
く
の

、“
。
・
4
n
q

使
う
性
質
に
分
け
れ
ば

財
政
状
況
が
み
え
る

子
持
っ
て
い
う
の
は
、

一Y
M
い
ろ
い
ろ
な
ま
ぶ
で
さ
ま

』

1
ざ
ま
な
使
い
方
が
さ
れ
て

い
る
の
が
わ
か
っ
た
つ
全
般
的
に

見
る
と
、
今
年
度
の
予
算
は
、
町
民

の
生
活
や
世
の
中
の
伯
勢
に
よ
り
対

応
し
た
予
寛
と
な
っ
て
い
る
わ
ね
。

ー

使
い
道
は
わ
か
っ
た
け

～
お
－M
ど
先
盟
、
試
に
な
る
の
は

i
1
町
の
財
政
辿
針
が
健
全
な

く
な
る
っ
て
わ
け
。

i
f｜

ふ
ー
ん
。
長
則
に
わ
た

総

凶

る

財

政

誌
は
と
て
も
市

1
1
・裂
な
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

で
は
、
町
の
財
政
状
況
は
ど
ん
な
ふ

う
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
か
っ

haFB
平
成
げ
年
度
の
義
務
的

’YUM経
費
は
、
前
年
度
に
比
べ

i
1

て
実
質
で
は・

6
%
の
減

ね
。
町
民
の
他
出
と
生
活
川崎
盤
の
似

幹
と
な
る
よ
う
な
呪
点
明
治
を
批
准

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
小

で
、
人
件
伐
の
抑
制
や
引
務
引
業
の

は
凶
し
な
ど
の
行
財
政
改
市
を
行

い
、
財
源
の
効
率
的
配
分
に
努
め
た

結
栄
と
言
え
る
わ
。
こ
れ
か
ら
も
財

政
迎
営
に
創
意
と
工
夫
が
必
要
ね
。

一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
加
が
大
き
な
力
に

ね心ね f、、
。 を 。 U捻~

持今 K百万
た後 は刻
なはおい
くも金ろ町
ちつがんの
やと必守行
い IDf叫Ii 」政
けの Zと巡
な予？で打・
い p：ん多戸
でにでく 与
す ｜比lすの

mMMでいて
品
か
っ
た
と
川
い

る
町
に
す
る
に
は
、
お
令

も
必
泌
だ
け
ど
、
結
川
、

一
人
ひ
と

り
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
が
大
き

な
力
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

そ
う
ね
。
で
も
、

ものと思っております。 ；会が進める介護老人保健施設 fつるさ

ー住民と行政の協働による ；んかめさんJ.ケアハウス「みんなの家J

まちづくり一 ：の整備事業へ引き絞き財政支慢を行

今年度の印制成においては、厳し jぃ、新病院新保健センターなどとと
い財政環脱のもと、給’j・'l'iや投資的経 ’ちに、 fI医療 ・保健・福祉 ・介護jの
伎の抑制、・H削 i業の仙1＇（しなど、徹 j連携を阿ってまいります。児童館の迎
hました什Jll[化・効中化を迫求し、 I最 ：営においては、特色ある事業を行うな

小の粁'l'lで1il大の効県Jがnられるよ ：ど、子どもの健全な打成と生み訂てや
う Iii大m~の針）J を似！ii：したと ζ ろであ：すい邸境づくりに努めてまいります。

りますc ； さらに、第4次総合計画の策定や防

屯.＇~.（'J＇業としましては、 fj:民の怖さ j災対策事菜、民只 埋蔵文化財の展不
んが「｜’｜らのTで地域を判、主II忠を（収蔵施設に着手するなど持組・l岐にも
U＼し什い、地域で決めて’先行するjを l全力で取り組み、 「泣かなr1然と文化、

j高本とした、 frl＼＼とiii改による協働の ：活気あふれるまち“あさひ”jの尖脱
まちづくりを折u草するため、地｜スの缶 lを目指し、より－・Jfi/泣かで｛七みよいま
柏l吋｛持統抗する地域ri治t:llMtの組織！ちづくりにlfullt、事業のj炭聞を｜災｜って

化に取り組んでいきます。また、何磯 jまいります。

これは、 3月議会定例会で魚津町長
が表明した「施政方針jの中から施策

の概要をまとめたちのです。

一着実に進展するまちづくりー

昨年度は、町制施行50周年という

大きな節目を迎え、先人の努力と偉業

に感謝するととちに、未米に1ri1けて新

たな一歩を踏み出す年になりました。

とりわけ、新病院の建設、児童館と保

健センターの合築、介護老人保健施

設 ・ケアハウスの建設など、拠点施設

の幣備が大きく 1'rii進いたしました。ま

た、不妊治療JS:助成や中高一貫教育辿
側交流事業、公共パス運行事業などソ

フト事業にも積極的に取り組み、 lllJの

将来の発展と安定につながる各組事業

がれ実に進展し、一定の成果がII-¥せた

町長の施政方針産業づくり～活気とにぎわい
のあるまちづくり～

産業賑興

O段業

町づくり ～安らぎとうるおい
のあるまちづくり～

生活環場

。ごみ減量・賀穂化推進事業

人づくり ～健康で1C1豊かな
文化のまちづくり～

社会福祉

O川i'j'(~1.1 tll: 

・園田

223,314千円

｛農免農道整借事業負担金、

グリーンツーリズム総合推進対策＇） l業等）

O林業 79,893千円

O水産業 21,899千円

O尚工業 165,267千円

O観光 61,540下円

O労働 7,693千円

！ 町政の推進 ] 

O協働のまちづくり 12,306千円
（地域自治組織の組織化）

:O白治公民館建設補助 2,501千円

:oふるさと活性化の披進 27,578千円
（第4次総合計画策定等）

:o戸籍の電算化 26,876円

12,895千111

0環境衛生 16,890下川

O消防 233,116下川

（モーターサイレン！！！新等）

0防災 1,621 T-l'l 

0繰出金
簡易水道事業

F水道事業

83,000千llJi都市基盤
164,151千Pl1 0道路 78,630下川

271,084千r1:o交通 5、736r111 
（公共パス迎行事業等）

0公｜到 ・緑地 32, 126下川

O情報 73,364下川

O治＂l、治水 8,273下川

O市街地整備 16,622下I'/

23, 192下I'/

60.617下l'J

530,741千l'l

｛児南館連・mt"・s齢者とのふれあい事業等）
01・::jf1愉行制祉 416,31 1子川

rn・ ；~ε人保健随設・ケアハウス建設補助等）

健康づくり

0保蝕i柄引
（不自h台船l~W1成、

O繰II＼金
11111＼.＼他出保険

若人保健

病院・l＇業
教育・文化

O’γ：枚数行 304,061ごf-1'I 

lスクールパスリ：新、 IP1~~－J1教白 1 4店長の挑戦:if;)
0工品lij.文化 62,596千IJJ

(l~~t ・ .llR1域文化財厳示収蔵施設設立｜等）

10 l ,OOOT刊

住民基本健診等）

．． 



町では、町民サービスの向上と

事務の効率化を図るため、戸籍事

務の電算化を進めています。

これにより、戸籍は次のように

変わります。

可F電算化後の「全部事項証明富j

本

氏

！...＇白けJττ「芯Tiii'
’ 官山~IF!誇問l.li\11111・Ii晶ト S I 3 3it.J~ 
朝日 ,l(郎

一
【a攻，qIl l .ドb~ <1 11 II 

，，設旬、JI州） ·1'~61Hl.締約令；！＼；》 1•1耐開問＼ 2粂努t I 'llによる＆~

ト ーー一一ーーー一 一一一一一一一－
m 太郎
（＇長《1J111J 111h1s o句 t11111 
l ~J ~Ill ~； 
WJ制i1m1 
（~柄I ll,J 

l’M l"lll<!'dl 
ド隔に記緩8れているf.

司h

• ~ 

①
よ
り
早
く
、
正
確
に

こ
れ
ま
で
は
、
出
正
胤
や
婚
姻
川

な
ど
の
川
け
が
山
さ
れ
る
と
、
原
本

に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
記
載
し
、
そ

れ
を
コ
ピ
ー
し
て
証
明
件
を
発
行
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
説
明
む

の
発
行
ま
で
多
く
の
手
間
と
時
間
を

費
や
し
て
き
ま
し
た
が
、
屯
算
化
に

よ
り
、
崩
山
の
入
力
や
証
明
書
の
発

行
を
住
民
政
の
よ
う
に
コ

ン
ピ
ュ

l

ー－
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町
で
は
、
境
・

宮

崎

・
笹

川

・

泊

1
区

・
泊

2

区

・
泊

3
区

・

五
箇

庄

・
南
保

・

山

崎

・
大

家
庄

の

ωの
「
地
区
」
を
そ
れ
ぞ
れ

1
つ
の
自
治
組
織
と
し

て
と
ら
え
、
地
区
内
の
各
樟
団
体
が
ま
と
ま
っ
た

「地
域
自
治
組
織
」
の
組
織
化
を
今
年
度
か
ら
進
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
地
域
自
治

組
織
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

地域自治組織の
組織化について

～住民と行政の協働のまちづくり～

地
域
自
治
組
織
と
は

各
地
区
に
お
い
て
活
動
し
て
い
る

各
町
内
会
、
地
区
公
民
館
、
地
区
体

育
協
会
や
福
祉

・
防
犯

・
環
境
衛
生

な
ど
に
関
係
す
る
各
種
団
体
が
ま
と

ま
っ
て
地
区
の
振
興

・
発
展
を
目
指

す
「
組
織
」
で
す
。

組
織
化
の
目
的

今
、
市
川
村
に
は
向
ら
の
百
任
に

お
い
て
向
主
的
・
効
本
的
に
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
地
域
に
お
い
て
も
「
住
民

が
自
ら
の
知
恵
で
自
分
た
ち
の
地
域

を
考
え
、
守
り
、
築
い
て
い
く
こ
と
」

が
必
要
で
あ
り
、
地
域
の
住
民
の
生

活
の
基
本
と
な
る
「
地
以
」
に
お
い

て
よ
り
述
帯
感
を
深
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
地
域
の
さ
能
文
化
の
継
承

を
は
じ
め
災
害
時
の
初
動
態
勢
な
ど

億
ヲ
い
て

n 
区
1

．ua
・1

J!J；同｜
E

川
パ
一
－
R

I< 

子

汁一州
ごのめi
変わ~J 参事

画
TI 

~~＇ u 
回

制I’酬11・m 魚津
'I'成年 fl行

政
で
は
手
の
開
き
に
く
い
、
地
区

な
ら
で
は
の
活
動
を
行
い
住
民
と
行

政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

組
織
の
体
制

下
の
イ
メ
ー
ジ
例
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
こ
れ
は
一
例
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
の
特
性
や
夫
情
、
必
裂
に

凶
じ
た
組
織
の
体
制
を
作
り
ま
す
。

組
織
の
活
動

・
地
域
に
制
付
い
た
芸
能
文
化
の
継
ポ

．
地
区
の
施
設
の
管
理

・
連
常

・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
文
化
祭
、
倣
老

会
な
ど
の
附
依

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
児
童

へ
の
普
段
か
ら
の
声
か
け

・
災
岩
崎
の
初
動
活
動
や
向
ギ
防

災
・
防
犯
怠
識
の
皆
蒙

・
要
望
の
と
り
ま
と
め
や
地
区
の
将

来
の
方
向
性
を
示
す
計
画
の
策
逗

な
ど

町

の

支

援

・
役
場
内
に
担
当
部
幹
を
設
け
各
地

区
担
当
職
員
を
配
向
し
、
組
織
化

や
迎
蛍
の
支
媛
体
制
を
脱
出
，え
ま

す
。

・
組
織
運
営
費
と
し
て
年
間
各
地
区

切
万
円
と
地
区
住
民
i
人
当
た
り

1
5
0円
を
交
付
し
ま
す
。

タ
で
行
う
た
め
、
証
明
棋
の
発
行
ま

で
の
時
聞
は
大
幅
に
煩
・
制
さ
れ
ま

す
。ま
た
、
手
詰
き
の
時
代
に
作
ら
れ

た
戸
籍
で
は
、
読
み
づ
ら
く
不
正
確

な
文
字
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
す
べ
て
活
字
に
よ
る
な
一録
と
な

り
ま
す
。

②
証
明
書
が
変
わ
り
ま
す

従
米
の
縦
M
H
U

き
で
記
峨
さ
れ
た
説

明
町田
か
ら
、
A
4
判
般
常引
き
で
開
条

丹
き
の
証
明
百
に
変
わ
り
ま
す
。
ま

た
、
名
称
も
「
戸
緒
的
本
」
か
ら

「
全
部
事
項
証
明
書
」
へ
、

「戸
籍
抄

本
」
か
ら
「
伺
人
事
項
証
明
書
」
へ

変
わ
り
ま
す
。

..... ~算化前の 「戸籍謄本J

③
今
ま
で
の
戸
籍
が

平
成
改
製
原
戸
籍
に

「
令
部
事
項
況
明
占
」
や
「
個

人
引
頃
証
明
占
」
で
は
川
刷
新
の

身
分
事
現
だ
け
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

九抱
負
化
に
な
る
前
の
身
分
事

項
の
説
明
が
必
裂
な
場
行
は
、

今
ま
で
の
ド
絡
「
平
成
改
製
原

戸
籍
」
で
の
説
明
と
な
り
ま
す
。

使
用
目
的
に
よ
り
、
必
要
な

証
明
書
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

不
明
の
場
合
は
お
気
軽
に
窓
円

の
係
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
立
ち
上
げ
経
費
と
し
て
各
地
区
川

万
円
を
組
織
化
初
年
度
に
交
付
し

ま
す
。

・
世
帯
務
員
設
官
補
助
と
し
て
1
／
2

相
当
額
（
年
間

ω方
円
を
限
度
）
を

補
助
し
ま
す
。

設

立

時

期

平
成
げ
年
度
か
ら
組
織
化
を
逃
め

ま
す
が
、
組
織
化
に
あ
た
っ
て
は
地

以
ご
と
に
十
分
に
協
議
を
虫
ね
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
院
の
実
情
や
特

性
に
応
じ
た
組
織
づ
く
り
に
取
り
組

ん
だ
う
え
で
設
立
し
ま
す
。

地域自治組織体制のイメージ倒

※地｜スの特性や災↑1'i、必裂に泌じた組織づくりをします。また、名称や

構成は地｜メの任怠です。

00地区自治振興会

tEl・

④
地
番
の
「
の
」
を

記
載
し
ま
せ
ん

本
籍
や
住
所
の
地
毎
号
に
枝
番
が

あ
る
戸
籍
や
住
民
間
耐
に
つ
い
て
は
、

「の
」
の
字
を
記
載
し
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

（
例
）
ロ
係
地
の
3
4
ロ
需
地
3

こ
れ
は
、

土
地
登
記
簿
の
地
番
サ

に

「の
」
の
文
ア
の
必
械
が
な
い
こ

と
か
ら
、
統

一
す
る
た
め
に
行
う
も

の
で
す
。

な
お
、
こ
の
変
更
は
名
称
地
帯
の

変
兇
で
は
な
い
の
で
、
免
許
証
等
の

位
所
変
史
手
続
き
は
a

小
型
で
す
。

－
お
問
い
合
わ
せ

町
民
ふ
く
し
課
住
民
係
（
宮
役
場
内

線

1
3
1）

瞬極主砲窓越1
・戸籍証閉の変更点

項目 ｜ 電算化削

戸籍謄本（全員）

戸籍抄本（個人）

縦書き

文章体

漢数字

白I也

B4・BS判

朱色

全部事項証明書

個人事項証明白

償邑き

箇条書さ

算用数字

偽造防止用紙

A4判

黒色（電子公印）

450円

祢

式

印
一
料一数

公
一手

#Et 

名

昌

用

。
地区や各種団体などで不明な点や

お聞きになりたいことがありました

ら、ご要望により説明をいたします。

お気軽にお問い合わせください。

（お問い合わせ先）役場総務政策課まで

。
部会 スポーツや生iff:？：問、初t1I：ーなど ｜
目的ごとに治動をします。

・－ーーーーー・・・．‘・・ーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・・・・・ーーーーーーーーーーーーーーーーー．”・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー．．－ーーーーーーー

E週’



4
月
1
日
か
ら

〈〉
個
人
情
報
を

保
護
す
る
理
由
は
？

保ト、2005

町
で
は
、
多
く
の
例
人
的
加
慨
を
行

理
し
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
市
務
を
行

っ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。も
し
、
こ
れ
ら
が
外
部
に
漏
れ
た

り
、
持
さ
ん
の
知
ら
な
い
う
ち
に
側

人
的
報
が
集
め
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
る
と
、
そ
れ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

（
※
私
生
活
上
の
秘
軒
。
そ
れ
を
位
さ

れ
な
い
権
利
）
の
侵
芹
に
な
り
ま
す
。

町
が
取
得
し
た
伺
人
情
報
を
般
栂

的
に
保
漉
し
て
い
く
こ
と
は
、
山
竹
さ

ん
の
権
利
・
利
低
を
似
泌
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

修。

号室
田~

!SZ. 
現可＝

が
施
行
さ
れ
ま
す

〈〉
個
人
情
報
っ
て

ど
ん
な
も
の
？

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
、

宙
論
活
号
、
家
政
状
況
、
病
服
、
職

M
M．
、
学
脈
、
成
制
、
所
得
な
ど
、
特

定
の
桝
人
が
識
別
さ
れ
る
も
の
を
い

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
は
特

定
の
個
人
を
識
別
で
き
な
く
て
も
、

氏
名
な
ど
と
一
体
と
な
っ
て
特
定
の

間
人
を
識
別
で

き
る
の
で
あ
れ

ば、

「例
人
的

報
」
に
勺
た
り

ま
す
。

〈〉
対
象
と
な
る

町
の
機
関
は
？

げけ民、

教
向
蚕
此
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
、

臨
資
委
員
、

民
業
委
員
会
、

川
定
資
斥
評
価
高
任
委
口
会
、

消
防
長
、

議
会

の
す
べ
て
の
町
の
機
関
で
笑
施
し
ま

す
。〈〉

個
人
情
報
を

扱
う
ル
ー
ル
は
？

川
が
例
人
情
報
を
倣
う
と
き
に
は
、

次
の
ル

l
ル
を
守
り
ま
す
。

①
取
得
の
制
限

・
例
人
的
報
を
取
得
す
る
と
き
は
利

問
円
的
を
明
確
に
し
ま
す
。

・
必
要
最
小
限
の
情
報
だ
け
を
、
原

則
本
人
か
ら
収
叫
し
ま
す
。

－

mu組
、
信
条
、
信
教
に
関
す
る
例

人
情
報
や
社
会
的
差
別
の
原
因
と

な
る
恐
れ
の
あ
る
偶
人
情
報
は
、

原
則
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

・国

為
う
え
し
ド

－

M

削
洩
や
滅
失
な
ど
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
し
、
必
泌
が
な
く
な
っ
た

例
人
情
測
は
帥
%
に
胤
挺
し
ま
す
。

②
利
用
や
提
供
の
制
服

・
間
人
制
却
を
取
り
倣
う
ポ
務
の
円

的
以
外
の
た
め
に
利
用
し
た
り
提

供
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
似
則
と

し
て
祭
止
し
ま
す
。

〈〉
自
分
の
情
報
は
つ

条
例
で
は
、
川
氏
の
皆
さ
ん
に
次

の
よ
う
な
権
利
を
保
問
し
ま
す
。

①
開
示
請
求

町
が
保
有
す
る
白
己
に
閲
す
る
情

報
を
概
説
し
た
い
と
き
は
、
本
人
で
あ

れ
ば
怖
搬
の
附
ボ
を
治
山
本
で
き
ま
す
。

②
訂
正
請
求

川
心
さ
れ
た
’
l
J」山
川
鰍
に
W
M
り
が

あ
る
助
A

円
は
、
日
’巾
え
を
山
川
明
で
き
る

苫
矧
の
提
示
に
よ
り
訂
正
を
初
ボ
で

き
ま
す
。

③
利
用
停
止
請
求

開
示
さ
れ
た
れ
分
の
何
人
的
慨
が

「
取
引
の
制
限
」
や
「
利
川
や
制
供
の

制
限
」
に
反
し
て
利
川
な
ど
が
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
消
去
や
利
用

停
止
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
条
例
に
関
し
て
は
、

総
務
政
策
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

サンリーナ6月14日ω
OPEN 18: 00 START 19: 00 
チケット料金全席指定 8,400円 （税込）

※未獄学児の入場不可

4月17日目から下記のプレイガイドで発売

朝日町：サンリーナ 入善町：入善コスモホール 黒部市：黒部市国際文化センターコラーレ

魚津市：新川文化ホール富山市 ：インフォマー卜（CiC店・市民プラザ店）
口一ソンチケッ ト： tel0570-063-005 (Lコード 53983)

チケットぴあ： tel0570-0乙9999(Pコード 196-952)

l問い合わせ伺FOB企画 TEL076 (232) 2424 http://www励 kikaku.co.jpI 
後援。（財）朝日町文化体育振興公社主催：北日本新筒社／北日本放送

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
よ
る
情
報
の
処
理
は
、
端
末

装
世
の
普
及
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
進
化
と
と
も

に
、
官
民
を
問
わ
ず
、
ま
す
ま
す

一
般
的
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

朝
日
町
で
も
各
種
業
務
で
町
民
の
背
さ
ん
の
個

人
情
報
を
保
有
し
、
慎
重
に
管
理
運
用
し
て
い
ま

す
が
、
情
報
化
の
進
展
で
今
後
さ
ら
に
取
り
扱
い

量
の
増
大
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
個
人
情
報
は
、
い
っ
た
ん
誤
っ
た
取

り
扱
い
を
さ
れ
る
と
、
個
人
に
と
っ
て
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
個
人
情
報
保
護
条
例
を
制
定

し
、
個
人
情
報
の
利
用
目
的
や
利
用
方
法
な
ど
適

正
な
取
り
扱
い
の
ル
l
ル
を
作
り
、
保
護
対
策
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

百四・
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ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
か
つ
繊
細
な
按
巧
派

的
対
日
引
が
フ

津

坂

陽

介

さ
ん
（
横
水
）

「白
分
の
た
め
に
飾
り
た
い
く
ら
い
の
’
円

伝
作
で
す
」
。
今
川
発
先
の
「
ガ
ラ
ス
の
兜
」

（おぺ

l
ジ
参
照
）
の
制
作
を
小
心
と
な
っ
て

手
が
け
た
山
坂
さ
ん
は
「
ど
ん
な
場
所
に

舘：

優
太
く
ん

月
山
の
舘
功
慈

・

昌
英
さ
ん
夫
裂
の
次
男

｛
平
成
同
年
3
月
3
日
生
）

金

森

萌

夏

ち
ゃ
ん

境
の
金
森
洋
介
・

麻
子
さ
ん
夫
妻
の
長
女

（平
成
同
年
6
月
mm
日
生

f目標を目指して！ J （サッカー部）

僕たちサッカ一部員は、今は少ない人数ですが、郡体、

新川地区大会で優勝することを目標に練習しています。

練習メニューは自分たちで考えるなどいろいろ工夫し、

励ましあって活動しています。グラウンドも新しくなり、

今年は特に気合を入れてがんばっていきたいて・す。

・畠

も
気
軽
に
附
け
る
tr
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
で
す

が
、
兜
の
力
強
い
m仲
間
以
を
充
分
に
伐
し

た
作
品
に
仕
上
げ
ま
し
た
」
と
寸前
り
ま
す
。

愛
知
叫
出
身
の
ゆ
坂
さ
ん
は
、

山
山
市

の
ガ
ラ
ス
造
形
研
究
所
で
学
び
、
そ
の
後

ア
メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル
で
の
武
行
修
行
や

山
川
以
で
の
新
し
い
ガ
ラ
ス
よ

M
設
立
に

参
加
。
造
形
作
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を

般
み
、
昨
年
4
川
な
な
い
ろ
K
A
N
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
山
山
に
以
っ
て
き
ま
し
た
。

？
」
の
l
年
は
落
ち
荊
い
て
仕
事
が
で
き
ま

し
た
。
秋
ご
ろ
の
初
の
例
凶
を
目
指
し
て

本
桁
的
に
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
」

と
窓
欲
を
け
ん
せ
な
が
ら
、
州
民
に
も
体
験

教
室
な
ど
を
通
し
、
ガ
ラ
ス
づ
く
り
の
決

し
さ
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
と
同
し
ま
す
。

1
8
5
m
の
長
身
に
柔
和
な
円
捌
と
優

し
い
炎
怖
が
印
象
的
。
向
身
の
作
風
を

「
ル
久
性
は
感
制
的

・
仙
象
的
な
の
に
刈
し
、

別
性
の
れ
分
は
技
術
・
技
巧
に
制
り
が
ち

か
も
」
と
分
析
し
ま
す
。
一

・刀、

M
僚
ス
タ

ッ
フ
は
「
吹
き
ガ
ラ
ス
の
分
野
に
レ
イ
能
が

あ
り
、
難
場
伎
の
刈
い
レ

l
ス
グ
ラ
ス
と

い
う
技
法
で
は
、
指
導
行
も
一

u
mく
作

紅
。
作
胤
は
体
桁
ど
お
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
、

そ
れ
で
い
て
繊
細
｝
と
彼
を
詳
し
ま
す
。

「朝
U
町
の
人
は
し
っ
と
り
と
優
し
い
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
家
に
米
て
る
み
た
い
」
と

笑
う
幻
越
は
、
趣
味
の
臼
転
巾
を
き
わ
や

か
な
春
風
に
走
ら
せ
な
が
ら
、
次
の
作
品

に
向
け
て
ア
イ
デ
ィ
ア
の
つ
ぼ
み
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
ま
す
。きわやかさん

か
な
う
と
い
い
な
あ

彩
子
さ
ん

（西
町
）

さ
み
さ
と
小
学
綬
6
年

私
は
し
よ
う
米
、
カ
ッ
ト
か
ら
デ
ザ

イ
ン
、
セ
ッ
ト
ま
で
で
き
る
夫
符
附
に

な
り
た
い
で
す
。
今
ま
で
か
み
の
も

を
切
っ
て
こ
う
か
い
を
し
た
こ
と
が

あ
る
の
で
、
私
が
切
っ
て
あ
げ
る
人
が

こ
う
か
い
せ
ず
、
0
．
い
ん
で
く
れ
る
夫
符

師
に
な
り
た
い

、
で
す
。
そ
し
て
、

み
ん
な
の
か
み

の
E
を
ス
テ
キ

に
し
た
い
で

す
。

t反
口

義
明
く
ん

（大
家
庄
）

あ
さ
ひ
野
小
掌
校
6
年

ぼ
く
の
拶
は
、
ゲ
l
ム
デ
ザ
イ
ナ

ー
に
な
る
こ
と
で
す
。
わ
け
は
、
ゲ

ー
ム
を
や
っ
て
い
て
れ
分
も
ゲ
l
ム

を
作
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

ゲ
ー
ム
を
い
っ
ぱ
い
考
え
て
、
木

米
の
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
に
な
っ

以
轟

て
ほ
し
い
で

い

f
廿

日
す
。
だ
か
ら
ゲ

ー
ム
デ
ザ
イ
ナ

ー
に
ぜ
ひ
な
っ

て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

坂
東

f共に感動できる音楽をJ（吹奏楽部）

水 島寿恵、さん（松糊Hf)

ー おもちゃのパンピ盟問店（富山市） 一

私たち吹奏楽部は、昨年の夏の全日本吹奏楽コンクール

富山県大会で金貨をとることができました。そして今年も、

演奏している私たちと聞いてくださる皆さんが、おEいに
感動できるような音楽づくりを目指しています。 3分間ロ
ングトーンなどの新しい練習方法も取り入れて毎日の練習

をがんばっています。

祐
紀
さ
ん

（清
水
町
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

私
の
必
は
戸
ゅ
う
に
な
る
こ
と
で

す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
山
山
そ
う

だ
し
、
い
と
こ
も
山
ゅ
う
に
な
り
た

か
っ
た
ら
し
い
か
ら
で
す
。

も
し
な
れ
た
と
し
た
ら
、
と
に
か

く
セ
リ
フ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
や
く
が

一
、
い
い
で
す
。
が

h
A
J

ん
ば
っ
て
な
り

J

一Pav）
F
た
い
と
思
い
ま

‘

f－
す
。

下
津

翠
さ
ん

（月
山
）

五
箇
庄
小
学
校
6
年

私
の
将
米
の
少
は
、
プ
ロ
テ
ニ
ス
滋

子
に
な
る
こ
と
で
す
。
A
J
は
テ
ニ
ス
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
川
に
人
っ
て
い
て
、
ひ

ま
わ
り
ク
ラ
ス
で
す
。
け
れ
ど
や
が
て

強
く
な
っ
て
試
行
に
山
て
、
プ
ロ
の
辺

を
歩
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
テ
レ
ピ

大
井

に
出
て
く
る
プ

ロ
の
人
の
よ
う

に
強
い
ボ
ー
ル

が
打
て
る
よ
う

．
に
な
り
た
い
で

一
す
。

忙
し
く
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
す

日
山
出
内
の
玩
川
ハ
山
で
版
じ
M
Uを

し
て
い
ま
す
。
災一胤
と
大
き
な
戸
、

そ
し
て
誠
意
を
込
め
た
接
客
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
チ
ど
も
が
お
も
ち
ゃ

を
仰
に
、
刊
を
糾
か
せ
て
う
れ
し
そ

う
に
笑
う
と
、
こ
ち
ら
ま
で
う
れ
し

く
な
り
ま
す
ね
。
職
財
に
は
、
版
完

は
と
し
て
凡
判
い
た
い
汀
も
多
く
て
、

川
り
の
出
か
い
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、

私
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
峨
助
だ
と

以
い
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
な

ど
は
H
が
阿
る
忙
し
さ
で
、
れ
ぐ
る

み
（
動
物
の
か
ぶ
り
も
の
）
で
イ
ベ
ン

ト
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
き

つ
い
ど
こ
ろ
か
楽
し
ん
で
や
っ
て
い

ま
す
の
で
、
今
の
仕
事
は
ぷ
臓
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

休
日
は
映
州
蹴
行
し
た
り
、
こ
こ

円以
近
は
料
理
や
お
京
子
を
作
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ブ
に
も
よ
く
足

を
迎
ん
で
い
て
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら

ロ
ッ
ク
ま
で
ジ
ャ
ン
ル
を
川
わ
ず
山

か
け
ま
す
。
ド
ラ
イ
ブ
も
M
き
で
す

ね
。
行
自
に
こ
だ
わ
っ
て
カ

1
ス
テ

レ
オ
を
附
人
し
た
の
で
、

M
M
い
辿
助

川
川
も
川
に
な
り
ま
せ
ん
。
岐
か
く

な
っ
て
き
た
こ
と
だ
し
、
大
き
な
耶

で
も
前
り
て
友
人
と
辿
出
し
た
い
で

す
。
も
ち
ろ
ん
ハ
ン
ド
ル
は
私
が
桝

り
ま
す
（
突
）
。

置固・
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h
問
“
川
仰
向
湖
町

A
R
h
h
a
－w

仰
山
一川
恥

附
則
一
日
一
山
山
な

・

タ
酌
川
削
…
円
物
船
晴
山
崎

a
－
u川
4
・4J仲
・
血
判
ふ

4

－e
r

v

，
、，
s

5
9
れ

柳
川
砂
－
M
d

か，
R
6
a
e
a
z

9
制

m町
ド

a江
川
師
向
…

t
？： 

h
出
品
店

u・
・品
川
日
い

容
さ
も
和
ら
い
で
、
す
っ
か
り
春

め
い
て
き
ま
し
た
。
待
ち
に
待
っ
た

桜
前
線
が
我
が
町
に
も
や
っ
て
く
る

の
は
も
う
し
ば
ら
く
。
な
ん
と
な
く

心
も
附
れ
や
か
に
な
っ
て
き
ま
せ
ん

カ
？符
さ
ん
も
そ
ん
な
訴
附
気
を
感
じ

た
か
ら
な
の
か
、
今
月
の
テ
l
マ
が

「桜
」
だ
か
ら
な
の
か
、
桜
に
閲
す
る

イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
ハ
ガ
キ
が
目
立

ち
ま
し
た
。

春
に
な
る
と
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に

た
く
さ
ん
桜
の
絵
を
書
き
ま
す
。

（p．
N
か
い
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
さ
ん
）

⑪
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
ど
ん
な
桜
の

花
を
咲
か
せ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

で
は
、
次
に
桜
に
ま
つ
わ
る
思
い

出
を
紺
介
し
ま
し
ょ
う
。

昭
和
臼
年
5
月
城
山
桜
ま
つ
り
が
あ

り
ま
し
た
。
（
中
路
）
す
ば
ら
し
い
芸
妓

h
F
パ
ツ
キ
リ

＠ 

l今日令fミ
に,f,rは何時ψ援
ア大大大量刊はやヤムi
f了括’'.ILでずiぷ塑L／ 
じ きちく；；ぬ
ア語、ι1.;6 ＂：，、えケコョ：；ワ
エlとたく苫ん干ii'.，毛主主V仁会？雪

の
手
踊
り
を
観
賞
す
る
沢
山
の
人
、
人

で
し
た
。
終
わ
っ
て
か
ら
み
ん
な
で
大

き
な
声
で
詩
吟
を
吟
諒
し
た
楽
し
い
一

時
は
、
桜
の
花
が
咲
く
頃
に
な
る
と
懐

か
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
（
後
藤
ム
ツ
子
さ
ん
）

の
お
い化

nん
は
桜
を
楽
し
む
M
－M
の
イ

ベ
ン
ト
。
桜
が
日
本
人
の
心
に
深
く

線
付
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

さ
て
、

来
月
の
テ
ー
マ
は
「
ス
タ
ー

ト
」
で
す
。

こ
の
容
か
ら
始
ま
る
こ
と

や
始
め
た
い
こ
と
、
そ
の
抱
負
な
ど

な
ん
で
も
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
メ
l
ル
で
の
投
稿
や
ご

意
見
も
受
け
付
け
ま
す
。
ア
ド
レ
ス

は
片0
7
0
＠
5
5
ω
g
z・
5
1
2
2℃で

す
。
た
く
さ
ん
の
投
稿
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

※
投
稿
者
の
み
な
さ
ん
へ

氏
名
の
掲
載
が
困
る
場
合
は
、
氏

名
の
ほ
か
に
「
院
名
希
川
市
』
や
ペ

ン

ネ
ー
ム
を
お
升
き
く
だ
さ
い
。

・1品叶．
tしJ 叫........特 訓f・t... ~. 
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8
留
め
グ
イ
ズ

〔
問
題
〕

①
町
の
平
成
げ
年
度
予
算
。

一
般
会

計
の
総
額
は
お
よ
そ
何
億
円
つ
－

A
．

m似
B
．
幻
偲

C
．
刀
偲

②
判
例
の

「あ
さ
ひ
桜
ま
つ
り
」
の

会
制
は
つ

A
．
サ
ン
リ
l
ナ

B
．
小
丸
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

C
．
刈
川
べ
り

〔応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
苦
い
て
4
月
日
日
働
（当

日
消
印
有
効
）
ま
で
役
場
ま
ち
づ
く
り

振
興
課
企
画
観
光
係
（
一

Tm’O
7
9

3
朝
円
町
道
下
1
1
3
3）
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。
抽
選
で
3
名
に
図
舎
券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
先
月
片
の

当
選
者
は
、
P

N
で
い
あ
ぼ
ろ
さ
ん
、

p
．N
か
い
ち
ゃ
ん
の
親
友
さ
ん
、

P

N
瑠
衣
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

の
つ
ぶ
や
き

ちたもど’』

山
崎
保
青
所
の
巻

｛デ
モ
ン
？
〕

2
成
見
）

絵
本
を
口
凡
な
が
ら
：

A
h
ゃん

「
デ
モ
ン
ね
l
：
」

B
く
ん
「

・んつ」

A
九
ゅん「
こ
の
デ
モ
ン
ね
l

8
く
ん
一
な
につ

｝

A
ちゃん
「
だ
か
ら
l
、
こ
の
デ
モ
ン
H
e」

8
くん

「つづ－つ
』

の
ぞ
い
て
見
る
と
、
総
本
に
は

「レ

モ
ン
」
が
揃
い
で
あ
り
ま
し
た
。

a
 

m刈
iー

・四企おひなさまの前でハイ、チーズ。

〔し
り
と
り
〕

2
政
児

M
U
ん
「
す
い
か
」

S
く
ん
「
か

か
に
』

T
くん

『に
・・、

に
か
い
の
お
ん
な
け
－」

似向
上
「
え
ー
っ」

お
ば
け
カ
ル
タ
の
「
に
っ
こ
り
笑
う

二
階
の
女
」
か
ら
の
百
楽
で
し
た
。

（び
げ
）

（

3
成
見
）

K
〈
ん
『ぼ
く
ち
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
ね
l
、

ヒ
ゲ
あ
る
が
」

保一円上

「ヒ
ゲ
つ
ど
こ
に
つ
・
」

K
くん

『だ
っ
て
、
ヒ
ゲ
あ
る
も
ん
」

川氏
川上

「ど
こ
に
ヒ
ゲ
あ
る
の
つ
」

K
くん

「
こ
こ
｝

と
鼻
の
中
を
指
さ
す
K
く
ん
。

rど
も
は
けん
て
ま
す
ね
。
お
干
人
れ

は
お
忘
れ
な
く
H

総
閏
総
参
つ
A

，

か
つ
て
加
賀
藩
最
大
の
関
所
が
あ
っ
た
境
地
区
。
歴

史
と
文
化
が
香
る
こ
の
関
所
跡
で
、
ス
テ
ー
ジ
や
出
店、

見
学
会
な
ど
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行

い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

4
月

μ
日
⑪
午
前
叩
時
j

関
の
館
・
周
辺

O
芸
能
発
表

・
境
成
年
会

－
境
芸
能
保
存
会

・
境
保
育
所

・
あ
さ
ひ
若
駒
太
鼓
会 －

期
抑
あ
さ
ひ

・
楽
屋
縦

4
月
お
日

ω

午
後
6
時
ぬ
分
j

O
護
国
寺
庭
園
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

O
出
店

・
境
名
物
だ
ん
ご
汁
、
地
酒

・
焼
き
れ
川
、
焼
そ
ば

・
コ
ー
ヒ
ー
、
パ
タ
パ
タ
茶

な
ど

・
町
特
庫
品

4
月
お
日
＠
1
5
月
1
日
日

午
後
1
時
j

。
林
酒
造
場
・
酒
蔵
見
学
会

町長のひとりごと

三寒四温の日々ですが、

うすぐ春です。

先日、 131年の歴史を持ち、
多くの卒業生を世に送り出し

た南保小学校の閉校式を行い

ました。歴史や伝統文化を身

に付けて、新たなる出発をす

る児童を温かく見守ってくだ

さい。保護者 ・地域の皆さん

よろしくお願いします。

さて、朝日町の出生数は、

平成15年度は84人、今年度
は2月末現在で82人と、 20
年前のおよそ半分にまで減っ

ています。また、 i町には10
か所の保育所がありますが、

そのうち5か所が闘児数10
人～18人となっています。
この現実を受け止めなくて

はなりません。利用する方が

いる一方で世話をする保育所

の保育士や診療所の看護問iな

どがいることも考慮、に入れ

て、いろんな角度から検討し

助言を受けながら、決断をす

る必要があります。こうした

施設が地域からなくなれば、

一抹の寂しさをお持ちになる

のは当然のことですが、時に

は苦渋の選択をしなければな

らないこともあります。

ところで、私の住む道下に

は、上道下 ・中道下 ・下道下

町内会があります。亡き父か

ら聞し、たのですが、終戦時の

物資配給を行うために、 一町

内会を30世帯として3つの
町内会が出来たそうです。道

路整備等の関係で、現在はそ

れぞれ92、45、25世帯にな

りましたが、 天i商社や公民館
などの管理運営は今も協働で

行っています。

皆さんに f地域自治組織J

の組織化をお願いしておりま

すのも、 f住民が自らの知恵

で自分たちの地域を考え、守

り、 築いていくことjが必要

との思し、からです。住民と行

政の協働のまちづくりに、皆

さんのチャレンジと協力をお

願いします。 (3月17日記）

も
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ます》ごさ、、《栄えある受賞おめでとう医療の現場から

全国米麦改良協会長賞

米部門（生産岩）

七濯勘ーさん
（山崎新）

七
津
さ
ん
は
、
米
作
り
生
産

者
と
し
て
品
質
や
単
収
な
ど
の

向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

地
域
民
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

（財）日本障害岩
スポーツ協会功労章

安田武志さん

（桜町）

安
田
さ
ん
は
、
お
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
普
及
、
蝦
興
に
寄

与
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入
の
ご
案
内

この保険は、スポーツや文化ボランティアなどを行

う5名以上の川体であれば加入できます。

詳しくは、教行委以会生涯学習・スポーツ係（官役

場内線323）、サンリlナ（告白11838）まで

加入区分 A AW  B c 。
対象と

子供の団体
老人クラブ 成人の

危険度の高

なる団体
成人の文化 子供の団体

団体 スポーツ団体
いスポーツ

港仕活動 を行う団体

I}:放の 団体活動中と
団体活動中

団体活動中と 団体活動中と 団体活動中と

書官函 その往復中
とその往復

その往復中 その往復中 その往復中
中｛以外）

ま益金
500円 1,050内 800円 1,500円 9,000円

(1人年額）

死亡 2.000万円
2.100万円 600万円 2,000汚円 500万円
(100万円）

後遺
3,000万円

3, 150万円
900万円 3.000万円 750万円

保傷害険

隠密 (150万円）

入院
4,000円

5.000円
1,800円 4,000円 1β00円

1日 (1,000円）

通院
1,500円

2.000円
1,000円 1,500円 1.000円

1日 (500内）

朝
日
柔
道
大
会

（1
／
お
格
技
室
）

V
M
体
マ
小
学
の

m
l位
制
日
中
V

倒
人
マ
小
学

3
年
l
佼
松
田
泰
志

2
位
水
山
市
次
マ
同
4
年
2
位
追
分

渓
太
マ
巾
学
男
子
印
同
級
l
位
大
官

将
也
マ
川
九
同
級
l
位
飛
川
必
行

2
位
鬼
原
桁
山
マ
久
子

ω同
組
級
l

位
追
分
奈
々

V
催
秀
賞
太
田
有
珠
、

越
坂
香
南
、
水
島
隆
規
二
精
柔
道
）
、

張
洪
事
（
桜
町
正
気
柔
道
）

全
国
高
絞
柔
道
選
手
権
県
大
会

（1
／
お
小
杉
町
）

V
女
子
マ
特
同
級
3
位
阿
尾
は
づ
き

マ
臼
同
級
1
位
東
美
郷

2
位
越
間

夫
忠
マ

U
M級
I
位
峰
問
桁
喬

2

似
稲
荷
判
a

県
ス
キ
1
技
術
選
手
権

（1
／
却
、

お
極
楽
坂
ス
キ
l
場）

－
位
米
丘
友
明

2
位
金
森
宏
之

小
矢
部
市
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
大
会

（1
／
羽
小
矢
部
市
）

v
mw
同
級
l
松
水
野
真
也

室
内
ゲ
l
ト
ポ
l
ル
大
会

（1
／
却

サ
ン
リ
｜
ナ
）

l
位
マ
リ
ン
ブ
ル

1

2
位
脱
隊

室
内
テ
ニ
ス
大
会

（2
／
初
第
2
体

育
室
）
V
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
1
位
川
上
勝
之

2
位
装
闘
真
V
女
下
ダ
ブ
ル
ス
l
位

川
波
利
代

・
辺
江
総

f
組

2
位
小

v
k
子
マ
A
ク
ラ
ス
1
位
V
E
N
U
S

2
位
朝
日
ク
ラ
ブ
マ
D
ク
ラ
ス
1
位
ト

ン
ボ
パ
ー
ト
2
マ
E
ク
ラ
ス
1
位
き
ら

2
位
ト
八
家
陀
ス
マ
イ
ル

り｛
朝
日
町
ビ
ー
チ
ボ

l
ル
協
会
表
彰

状｝

（
例
人
）
故

・
名
前
原
弘
信
、
永

井
嘉
降
、
水
嶋
正
、
土
居
等
、
河
村

体
菊
美

・
・仁
川
剖
裕
美
組

第
相
田
町
民
ス
キ
l
大
会

（2
／
初

宇
奈
月
町）

V
地
区
対
抗
の
部
l
位
五
筒
町

2

位
山
崎

3
位
泊
2
．民
V

一
般
女
子

l
位
記

m菜
榔

f

2
位
上
山
川
れ
恋

3
位
古
川
保
子
V

一
般
川山
f
A
（お

歳
以
下
）

l
位
南
部

一
成

2
位
山

間
謙
一

3
位
大
菅
原
失
マ
岡
B

（
お
成
以
下
）

1
位
坂
牒
未
知
怖

2
位
上
似
仙

一

3
似
牧
川
山中川
V

M
C
（引
歳
以
下
）

1
似
水
山
U
惚

2
位
十
肥
誠

3
位
上
沢
正
人
V
同

D

（
印
歳
以
下
）

1
位
坂
藤
亮
智

2
位
山
川
士山人

3
位
氷

n忠
則
V

川
E
（
引
成
以

t
）
l
位
山
江
勝
広

2
位
山
本
光
火
、
川
勝
秀
樹

第
引
田
下
新
川
郡
民
体
育
大
会

・
第

幻
回
ス
キ
ー
競
技
会

（2
／
初
宇
奈

月
町
）
V
一
般
ル久
子
2
似
叫
川
ぷ
他

r
v成

年
男
子

A
3位
販
路
未
知
祐
V
阿

B

l
位
水
島
田自
他
V
壮
年
男
子
A
l
位

坂
藤
亮
智

3
位
士
川
井
直
人
V
同
B

2
向
山
本
光
十
六

3
位
水
川
山
川

町
ビ
l
チ
ポ
l
ル
協
会
設
立
初
周
年

記
念
ビ

i
チ
ボ

i
ル
交
流
大
会

（2
／
幻
サ
ン
リ
l
ナ
、
第
2
体
育

室）V
男
子
’
マ
A
ク
ラ
ス

2
似

n
．W

消
光
、
小
島
湾
英
、
荒
尾
弘
、
四
品

義
弘
、
高
木
英
一一一
、
永
円
了
（
問
体
）

大
家
圧
ピ

i
チ
ボ

l
ル
愛
好
会
、
大

家
圧
ス
マ
イ
ル、

new－
o、
い

い

ち
こ
、
ミ
ッ
ク
ス
、

仰
い
ク
ラ
ブ
、

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ビ

｛
同
感
謝
状
｝
寺
内
秀
子
、
本
問
功

鍋
向
佐

一

4月のスポーツ
・少年較式野球大会
2日倍、9日帥文化体育センターグラウンド 8 00～ 
・目T野球選手権大会
3回目、 10包日文化体育センタークラウンド 8:00～
・春季ゲートボール大会

9日（±） 多目的広場 9: 00～ 
・県春季総合男女バレーボール選手権大会
17日目サンリーナ、第2体育室 9 : （〕O～

・Cクラス野際大会
17日目文化体育センターグラウンド
・スプリングカップピーチポール大会
20日附～228~ サンリーナ 19: 30～ 
・i!!lm年金友の会ゲートボール大会
22日樹 多目的広場 9:00～ 
・スポーツ少年間結図式
24日（日）サンリーナ 9: 00～ 
・サッカー交流会
24日（日 多目的広場 9・00～
・新川地区春季ソフトテニス大会
29日（祝）テニスコート 9 00～ 
・学重野球大会
308（±）文化体育センターグラウンド 9・00～

※日程は変更になるi易合があります。

9・00～

青酸の逆流によりおこる病気
一逆流性食道炎一
高齢化社会の進展・食生活

の西欧化などを背景にして、

“逆流性食道炎”が急増してい

ます。

胸やけ、酸っぱいものがあ

がってくる、食べるとものが

つかえる感じがする、などの

症状を経験された方は少なく

ないと思います。腰の曲がっ

たお年寄りの方、肥満や便

秘 ・コルセット着用などで腹

圧がかかる方に多い病気で、

胃と食道のつなぎめ （噴門）

の締りの低下、腹庄の上昇な

どにより胃酸が胃から食道へ

と逆流することにより発生し

ます。また、偏食でストレス

の多い方は、胃酸の分泌が

元進する一方で、胃の運動が

低下するので“逆流性食道炎”

を起こしやすいといわれてい

ます。

“逆流性食道炎”は、症状と

内視鏡検査により診断します。

胃酸を抑える薬などで治療す

れば治リますが、再発しやす

い病気です。胸やけを起こし

やすい食べ物 （脂っこいもの、

甘いもの、刺激の強いもの等）

を控え、食べ過ぎに注意する

とともに、前かがみの姿勢を

避け、肥満や便秘を解消して

腹圧が上がらないよう工夫す

ることなどが必要です。

また、 似たような症状は食

湾立ん、胃炎、 胃 十二指腸

潰携、胃がんなどでも起こり

ますので、 胸やけなどを感じ

たら、我慢しないで受診され

ることをおすすめします。

あ
さ
ひ
総
合
病
院
内
科

中

谷

敦

子

医
師

。
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楽しいひとときI若返ったっちゃーj
一ひとり暮らし高齢者一日招待一

ひとり容らしの高齢者を招待し、お豆いの交流を

深めてもらおうと「ひとり喜らし高齢者一日招待j

が3月3日、老人福祉センターで行われました。
昭和52年から開催しているこの催しは、家に閉

じこもりがちなこの時期に毎年開催しています。ご

の日出席した約150名の皆さんは、食事や会話を楽

しみながら一日を過ごしました。

ステージでは舞踊や主演奏、保育所園児による遊

戯などが掘話されると、会場のあちこちに笑顔が見

られ、参加者の気持ちも若返った様菩でした。

集申力とチームワークが重要です
一百人一首＆宿泊学習一

朝日町兜霊クラブ連合会主催の 「百人一首に挑

戦Jが2月26白、サンリーナで開催され、町内
の小掌生約508が参加しました。

この百人一首は、 3人1組でチームを惇つての
対抗戦。読み手が軟を詠むと、ミ子どもたちは真剣

な面持ちで札をにらみ、見つけるやいなや置を叩

いて大きな琶を会場に響力、せました。

その後、黒部青少年の家へ移動して行われた1

泊の宿泊掌習 IこのゆぴとまれJでは、万華鏡作
りや手打ちうどんにもチャレンジ。楽しい活動で、

ミ子どもたちは友だちの輸を広げました。

旭繊活性化のヒントは人にあり
一山崎公民館飽域おこし講演会一

山崎公民館主催の地場おとし講演会が3月5
目、やまざき紅悠館で行われました。地i現住民約
30名が参加しました。

講師は、魚津市で麓鶏場などを経営する稲盛仙

三さん。「伯詮の地峨おこしを考えようjと題し

て稲盛さんは、無農薬の農畜産物生産とその特産

化に向けた独自の取り組みを紹介しながら f特色
ある村づくりには住民の一致団結が必要Jと話し
ました。参加者は地域活性化のコツとヒントに熱

／~＼にEを傾けていました。

美しい声と音色の共演
ーアゼリア音楽祭一

町内の音楽愛娼家たちの良質芯音楽に親しんで

もらおうと3月20目、第4ロアゼリア音楽祭が
アゼリアホーんで開催されました。

合唱グループ［つくしんぼjや｛コ－）しあさひJの
のびやかな歌声、そして朝日中学授、泊高校と岡

高校OBおよそ60名で構成された合同吹奏楽団
の迫力ある演奏が会場に響きました。

また、富山市出身の子工口奏者高田剛志さんと

ピアノによるアンサンブルも行われ、約200人の

聴衆はその美しい音色にEを奪われていました。

「より愛される病院j目指して
一病院ボランティアの集い一

あさひ総合病院で外来患者への案内や誘導を行

うボランティア16名が3月19日、なないろKAN
で「病院ボランティアの集いjを行い、令後の運営

方針などで意見交操しました。

ボランティア活動が始まって1年が経過したこ
とを受け、この会合ではこれまでを振り返り、患

者からの要望やそれに対する病院の対応が報告さ

れました。また、ボランティア団体としての名称

をつけることが決められたほか、新病院での事前

研修などについて活発に憲男が交換されました。

Ne~s & Topics 
企画観光係では、あなたの回りの身近在話題を得っています。

宮 83・11 0 0へ

8アゼυア音

盛行の20年祝い熱戦
一町ビーチボール協会設立20周年記念一

朝日町ピーチポール協会が設立されて20周年を迎

え2月27日、記念交流大会がサンリーナで開催され
ました。

大会には県内外153チーム、およそ1,000名の選

手が参加し、 3月12 13自に黒部市で開催された
Iジャパン力ツプjの前哨戦として熱戦が繰り広げら
れました。

大会後には、小川温泉天望閣で祝賞会も行われ、競

授の普及・発展に功績のあった10名7団体に表彰状、

3名に感謝状が授与されました。（17ページに掲裁）
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くらしの情報室 くらしの情報室

!Living, Inf-Or町四tim1 llJving llnf-0『町四ti()ll

・ ーー 吐きたいほど愛してる。 新堂冬樹

正義の証明（上下） 森村誠一

だいこん 山本一力

パリの恋人（上下） ユ・ホヨン

裸足の青書（上下） ユン －コンドウ

天国の階段（上下） 金重明編訳

拒む森 佐昧吾郎

砲裂 久服部羊

ふしぎな図書館 村上書樹

幸福な食卓 瀬尾まいこ

年金だより ~司~通量
～国民年金保険料

が変わります～

平成17年4月から半成18年3J-J 

までの国民年金保険料は、

同額 13,580円 です。

なお、付加保険料の金額は400l'-1 

で変わりません。

また、 第3号被保険fl・の特例の

届出が認められます。

今までは、 第3母被保険者（厚

生年金保険や共済組合等に加入し

ている方の被扶益配偶者） の刷出

が遅れたときには、 2年前までさ

かのぼり、それ以前の則聞は、「保

険料未納の取り扱しリとなっていま

した。

今回の改正で、 平成I7年4月か

ら特例の届出をしていただくこと

によ って、 2年以上前の期間も第3

号被保険者期間として取り扱い、将

米その分の年金を受け取ることがで

きるようになります。（下｜ヌ｜）

なお、 平成17年3月までに第3号

の刷出があり、社会保険げにおいて

第3~｝に該当 していながら「保険料米

納の取り扱Lリとなっていると把握し

ている期間については、特例の届出

は必要ありません。該当する方につ

V昭61.4

@ID[ 戸両未納の扱い

いては、すでに特例の脳出も行われ

ているものとみなして、向動的に保

険料納付前みの期間への変更が行

われ、社会保険JTから平成17年4 朝日町立φ央図書館 Cn83-0574) 
月下旬におまtiらせが送付されます。

また、 該汽する）＂jであって年金

受給r[・1の方は、 年金額が僧額、とな

る場合がありますが、この年金額

の改定についても、 届出の必要は

新しい本
GI> 
わかる盲導犬のすべて 松舛進

日本列島鉄道の旅 横井寛編蓄

ありません。

お問L、合わせは、魚津社会保険

事務所 （%？24-1494）まで。

ゆとり教育が日本を滅ぼす

機井よしこ｛也

わが1D1のジョージア

レイ チャールズ他

「血脈jと私 佐藤愛号

続パラッチから力モメール

鴨志田穣

V原自IJによる遡及 V届出 現在V

闘幽凪滋晶画必出厳舗踊髄温品説出魁岨眠組

V昭61.4 V第3号該当 V原則による遡及 V島出 現在V

錨静 ｜ 臨説凪幽脳岨盛醐櫨踊誌編幽脳出直面盤固亙~謹翻

特例蝿 ←」←一一2欄
楽天の研究 山口敦雄

人生なんて夢だけど ゃなせたかし

この予はこの予でいいんだ。私は私

でいいんだ 明橋大こ

ももとの21世紀日記 N’04 

さくらももこ

できる社長のブログ術 レツ力社

~刻島建
固定資産税の縦覧
平成17年度の土地および家用の自Iii

格等縦覧帳簿の縦覧を行L、ます。

縦覧期間

4月l日働から5丹21IUJ)まで

（土 .l:l .祝日を｜徐く）

縦覧時間

午前8時30分から午後5時15分まで

縦覧湯所 役場税務財政i1JI!（役場1階）

縦覧できる方 町内に所在する凶定

lill正当主主輩主主旭a
・向陽町団地一ーなし
・旭ヶE団地ーーなし

※町営住宅は、公営住宅法に基づ

いて建設されています。このた

め入居資絡や申込方法に制限や

定めがあります。入居に関する

詳しいお問い合せは産業建設課

都市建設係まで

竃翠．

・資産税納税者 （納税通知山、運転免 ：不「Irli ( 1、2級）の方、または精神l

－許証など本人であることを附r認でき ・｛以健拓¥tllpl版1級のん＼療育手l脹A

の11に交付します。

交付を.ff；盟される方は、段階者手

帳、柿桝l保健福祉手帳または療育手

：るものをお持ちくださL、）。

：問い合わせ 税務財政課（公役場内線123)

タクシー料金助成
タクシーの初乗り逆貨を助成する

：乗車券を希望者に交付しています。

中長と向J ~！；を持って来てくださし、。

なお、平成17年3月311-1以前に交

付した采r11q1は返還してください。

個 B
白い恵、 物書同1D1居眠り紋蔵

佐藤施美

担額星一［シルバータクシー券］ ・お問い合わせ 町民ふくし課地域福

自家川 自動車を持たない老人のみ ・ ·~11：係（宮役場内線 135)

世幣の70歳以 tの人で、同一地区内

に扶養義務者となるべき子どもがな if福祖のしおりjの配布
く、前年分の所得税が非課税の世情 ： 平成17年度版「編枇のしおりjを作

：であることが要件となります。 ：成しました。lllJ民ふくし謀窓口に置

：［福祉タクシー券］ ：いてありますので、ご白山にお持ち

棚田

本の紹介

同と
な
り
町
戦
争
』
三
崎
亜
記
著

ある日届いた「となり町Jとの戦

争の知らせ。僕は町役i易から敵地視

察を任ぜられた。だが琶も光も気配

も感じられず、戦時下の実感を持て

ないまま。それでも戦争は着実に進

んでいた一。シュールかつ繊細に、

I私たちjが本当に戦争を否定できる

かを問う衝撃作。

女ホット求人情報交 平成17年4月分
聾i霊
求人服唆 年齢

賃金 手』策場所 録用
求人議号話号 ·~11ぷ： l' I 》 体 白 人獄

事 務
30才～ 103,020～ 朝察車野 1448151 40才 121.200 土白視他

2 j嵩 j帯 本間
130.000～ 朝湯／；濁 2 1493551 150,000 他

3 4室 議 S市 不 問
175.000～ 剣道下 1161851 195.000 日祝

4 土木1見i現監館員 25才～ 220.000～ 
紛．笹川

1266751 35才 280.000 白；J1.1睦

5 測 • 18才～ 141.700 甥．草野 1279051 25才 包祝他

6 店 員不問
700～750 書店 宮崎 1459351 
（自寺周fS) 水祝他

7 結肉販売・忽莱 不問 700 
鶴，：自 1 190351 

裂 i造販売 （時間総） 他

8 レストラン全般 18才～ 750 事n.舟川 2 1229151 50才 (8寺鯛鎗） i也

9 タクシー景務員 不問
800 車≫.：自保 2 1269951 
（自寺間総） ｛也

10 鉄筋組立 不問 950～l.000 
鱒．山崎

4 1290451 
及び加 工 (8奇悶給） 土日祝

身体｜湾主著者手帳を持つ視覚、肢体 ：ください。

町の工事発注状況 （500万円以上）
一このコーナーは町が発作したものを脳級していますー ＜H l 7.2. l～2.28) 

」： Tr. 名 /Jtiil：地先 完成 （•；£ J目白金調1 猿 T；名 諜名

•;QI LI I町公共下水道事業 ｝；＼功、；田1 まちづくり
F：本！If主総符渠li'.4226・s：；ー路線似設工事 1711' 311 5.ii5.000 (fl1 大 ill 興業

自民興課

制1llllT公共下水道事業
山本田f

木派川マンホ－ ｝レポンプ日支出T.'JJ
J71J' 3/J 18.480.似泊 ｛関ミヤシゲテ クノ まちづくり

振興課 or求人情報ー覧表j｛＞ご利用ください。なお、すでに採用済みの場合もありますのでご了承ください。
O詳し~＇.：：とは、 魚津公共聡業安定所 624-0365へお問い合わせください。

4月の音種相談
〈相談は無料です〉

5日以）悩みごと相談
13:00～16:00 信祉センター

6日（水）年金相談
10:00-15：・00 役場会議室

法律相談（要予約tel83-0576)

12日以）
裁判所出張調停相談

介護 ・保健相談

子育て・教育相談

13:00～16:00 福祉センター

13日（本）年金相談
10：・00～15:00 役i易会議室

悩みごと相談

19日（川
家庭児童相談

行政相談

人権相談

13:00-16:00 福祉センター

26日ω悩みごと相談
13:00～16 00 福祉センター

27日（水）年金相談
10:00～15:00 役煽会議室

．教育相談（教育センタ－）

受け付け時間 （月・水・木曜日）

9:00～1 6 : 00 %?82 -1 000 

・子育て相談（保健センター）

受け付け時間 （月～金曜日）

8・30～17 00 fi83-1 920 

4月のガソリンスタンド休日当番店

3日（日）朝日石油 岱82-0661

10日（印 大谷石油 ft82-0703 

17日（印 小川石油 ft83-3033 

24日（印 全店営業

29日（祝） 全店営業

交通事故発生状況調
2月末現在 （ ）内は前年同月比

人 身 核放 e 物損

｛牛数 死者 傷者 ｜事故

7人 1436人
(-17) (+5) (+4) 

入善~察 26件 1人
管 内 (+7) (+1) (+4) (-26) 

61牛
事月日町 I <+ 1l (±0) (±0) （ー13)

．窪田



［町の人口］平成17年3月1日現在

人口 15,349人（ム22)

男 7,220人（ム11)

女 8,129人（ム11)

世帯数 5, 130世帯（＋ 1) 

（ ）は前月比! ._ill" 

．お問い合わせ
朝日町役場まちづく り振興課

地 企画観光係

~· 〒939-0793朝日町道下1133
ft 83-1100 FAX 83-1109 

．ホームページ
http://www. town. asahi. 
toyama.jp/ 

，，，，，，，，，，，，，，， 
竃翠．

なか、ろKAtJ情報

⑮ M バイキング
＊オープニング記念価格

大人1,200円（通常1,500円）

小人 600円（ // 750円）

(29日を除く4月末まで）

：クによりあiなたの陛凶状態や体力を

：すi！倣し、スポーツドクタ一、健康運

：動指導士、栄益上があなたの身体に

学用品等の費用を援助 ：あった運動や食ポの｜人制こついて指

lllfでは、今春小中学校へ入学され ：導します。

る児章生徒のうち、経済的理rlIなど ：O募集定員 20名（先約JI仰

により就学にお閃りの方に対して、 ：0内容 31£!1 Iコース

つぐ問お＇d~などを媛肋します。 ： 1回目 メデイカルチェック

希望されるtiは、学校と相談のう ： （あさひ総Ii"病院）

え、 4JJ2211(1;)までに申前官を舵／J¥・ 2回目講評運動実施

してくださL、。 ・ （らくち～の）

3回自体力測定

（あさひ総fl11J;i院）

~ o申し込み・問い合わせ
あさひ総合病院、~｝杉外科外来まで

（受付時間午後 111；）＇～ 41l寺

: /ft83-JI 60) 

健康体力づくり教室
i辺動小~のあなた ｜ 身体の訓子 ：
はいかがですかっ ：募集科 造悶科

運動をしているあなた 1 身体に ：定員 20朽（性別ll¥Jわず）

あった辿助をしていますか！！ ：訓練期間 5月2411伏）～7J-128日附

この教本では、メディカlレチェッ ・願書受付期間 4Jl6Ll(!J<)～28日（梢

~ 鑓
包83“3700

なないろ朝市

区現出店者募集 早稲の香俳句会研修視察
～芭蕉と良寛の足跡を訪ねて～

視察先 新潟県n •, ;)j 1崎町

日時 4)]2411(円）午前8時30分集行

定員 35名

参加費 3,0001』j

締め切り 4Fl l5U~ 

申し込み・問い合わせ

削111111数行委員会（ft役場内線323)

4月10日目締切

．問い合わせ、申し込みは

なないろKA Nまで

29 LJはレストラン

夜間休業…4II、l111、1811、251J、291J ; 終l:J貸切

〈最新情報はホームページにて） http://www.asahimachi.com/nanairo/index.html 

～些 μ ら〈包～の情報
黒部職業能力開発

センター入所生ft82-0990 

4月の予定 （14日制は休館日です）

らくち～のは皆さまのおかげで5周年

《工ステサロン・アリ工lレ》

4,200円以上のコースを

ご利用のお客様に

お風呂招待券プレゼント！

くらしの情報室 E
1Livii11g1 l11fu-rna1ti側II 

：応募方法 下記申し込み先または公

．共職業安f.i：所に願｛！｝を提出してくだ

： さ L 、。 （属Jllf以険受給者は、所j~lfの公

~ J~職業安広所に願書を提出してくだ
：さL、）

：申し込み・問い合わせ 県部職業能

：カ｜羽発センター（ft52-025l) 

信 ~ ：·，~＿：. (0 

：なかよし広場・赤ちゃん広場
～子育て支援センターに集まれ～

おず－さんと一緒に遊んだり、おH

：さん川上で的報交燃したりして、楽

：しいひとときを過ごしましょう。

：［なかよし広場］ ［友だちになろうj

：日時 4JJ21円t対（受付911寺30分）

午前lO時～ll時30分

－場所 下f1て支援センター

：対象 ｛以内所入所前の l成以上のお

：ずさんとご家店長

：［赤ちゃん広場｝

：指導助JT(if:ili（水井務子先生）

：日時 4 J l 28 H附（受付9時30分）

午前lO時～ll時30分

：場所 fttて支暖センター

：対象 I 成木満の乳児とご家紋及び

： 灯：11~~ ！1\i\

各種会員の入会金が4～5月ご入会の

方に限りなんとO円！！

［申し込み4月30日まで］

狂犬肩予防注射は飼い主の義務です！！
（問い合わせ）

~l事泊’~<UJ忍：.：：J.HJ己寄港:111:.tt\1・

平成17年度狂犬病予防注射をイi記の日程で行い

ます。
9:30～10:00 i克公民館

~ 10：・30～11・：00 カルチャーセンターみやざき
登録（生涯11 •11) と予防注射（毎年 l !ill）は、狂犬病

習予防法で定められています。i詰寄りの会場で受けて
11 :30～12:00 あさひ野農協笹川支所

ください。
13:30～14：・30 あさひ聖子農協南保支所

9:30～10:00 虫至谷自治会館

《手数料・注射料》 2,450円 智 10:30～11 :30 あさひ野農協山崎支所

《注射清票料》 550円 13: 15～14:45 五箇庄公民館

計 3,000円

《登録料》（新規登録の犬のみ）3,000円 ｜習110:0いヤ塚公民館
－手数料は釣り銭の出ないよう持参くださし、

13: 15～14:45 あさひ野農協大家庄支所

－犬を｛米定するため、犬に慣れた人が辿れてきてく
｜輔副 ｜9:00～14:00 I織工会館

ださい。

..  ...l!』

4君h山崎雄弘（ゅう）
~， スプリングライブ
①13:00～ ②20:00～ 

’
’p
～

～

 

．力一

∞

ブ
小川

卜

χ
サ
叩

イ

初

一
サ
ン

②

ラ

②

リ
γ
コ

ん

一J
ヲ
ン

～
、
や
～

わ
ル
ペ
ロ
∞
む
ち
∞

ベ
仁
サ

は

臨

も

は

メ
ウ

①

大
し

①

＠
＠
 

＠ 書らんまん！
爆笑ライブ2005
①17:00～②20:00～ 

アゼリアホール情報 包83-2000・4月2日ω～3日（日新古美術の展示販売［ロビー］
9:00～19:00 主催／泊美術会
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し
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(82) 

手（80)
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司
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ヤー

山
肌

レ
ト
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荒lllHll雌（62)白王

．翠掴

広
報
の
ひ
ど
り
ご
ど

3
人
の
小
さ
な
お
客
様
が

米
訪
。
緊
似
の
耐
持
ち
の
彼
ら
は
さ
み

さ
と
小
5
年
生
。
学
級
新
聞
の
記
事
に

す
る
た
め
、
取
材
で
き
る
催
し
を
教
え

て
ほ
し
い
と
の
こ
と
V
が
、
紺
介
で
き

る
も
の
が
な
く
凶
っ
て
い
る
と
、
「
広
惚

紙
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
担
当
者
を
取

材
す
れ
ば
っ
・
」
と
某
臓
員
の
機
転
（
さ
し

が
ね
つ
）
で
予
期
せ
ぬ
逆
取
材
を
受
け
る

ζ

と
に
V
取
材
を
受
け
て
く
だ
さ
る
方

の
以
持
ち
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
白

川
に
答
え
、
…
ー
土
パ
（
を
出
ら
れ
る
こ
と
は

か
な
り
く
す
ぐ
っ
た
い
気
分
で
す
V
後

u、
手
作
り
感
い
っ
ぱ
い
の
彼
ら
の
新

聞
を
持
見
。
誤
字
脱
字
も
お
慰
み
。
vr

円
一
は
、
機
加
の
迎
い
を
比
較
す
る
な
ど

わ
か
り
や
す
く
写
っ
て
い
て
上
向
米
で

し
た
。
唯
一
、
引
き
つ
っ
た
顔
で
納
ま

っ
た
白
分
の
写
真
を
除
い
て
は

・。
（グ

V
あ
る
日
、
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